様式１


平成２１年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　提案書

※２～３枚以内にまとめて下さい。
	応募団体名
	（注）連名による応募の場合には、代表団体を筆頭に全団体名を記入。協議会等による応募の場合には、（　）書きで、代表者である団体を筆頭に全構成団体名記入。（注２）フリガナを付す

	モデル事業名
	

	推薦市町村名
	

	対象地域
	（注）都道府県・市区町村・地区等名とフリガナを記入

	対象地域の概要
	（注）活動の対象となる地域の状況（集落の数、集落毎の人口や世帯数の現状や推移、高齢化率、年齢別人口構成の推移、公共交通に関する状況、産業や雇用の状況、等）を具体的な数値等で、箇条書き。併せて、下記の例を参考に対象地域の課題の状況が分かる写真（写真の説明文書をつけて）を１～２点、地図上に対象地域を示したもの、を欄内に貼付。

《貼付例》
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【位置図】　【土地所有者の不在化が進む中山間地域※】 【不在地主からの竹林の進入状況※】


	提案内容の概要
	（150字以内で活動目的及び内容を要約して記載。特にアピールする部分にアンダーラインを付す。）



	提案する活動の内容
（１）地域の課題

	（注）コミュニティに関する地域の課題について記入。可能な限り客観的なデータ（調査結果や統計データなど）や自治体等による公式見解などに基づいた課題把握とする。なお、これまで実施した活動（昨年度選定された事業もしくはその他の事業実績がある場合は記入）により、地域課題が整理できている場合は、その活動内容とそれよって必要と判明した課題について記入する。（例：○○の活動により△△が必要であると判明した。）


	（２）目標の設定


	（注）（１）の地域課題の解決のために、提案する活動によって達成・実現したい目標について記入。長期的な目標、及び、H21年度の活動で達成したい目標をそれぞれ記入する。目標は、可能な限り、客観的な効果測定が可能なもの（数値目標等）とする。

またそれをどのように評価し、モデル事業終了以降の地域づくりにどのように活かしていくのか記入。

	（３）活動内容の案
	 活動① ：　　　

	
	 内容 ：　　
（注）本モデル事業を活用し、（２）を達成・実現するための活動内容について、明確なイメージができるよう具体的に記入する。活動内容が抽象的で明確なイメージができないものは、選定が困難となるので注意する。
　　※特定団体等の営利を目的とした活動、少数の限定された人々の利益に繋がる活動は、本モデル事業の活動として適当ではないことに注意する。

	
	 活動② ： 

	
	 内容 ： 

	
	 活動③ ： 

	
	 内容 ： 

	（４）多様な主体との連携・協働


	（注）関係する多様な主体との連携・協働（関係市町村との関係を含む）の現状、今後の見通し、提案する活動における具体的な役割分担について、分かりやすく記入。



	（５）先進性・チャレンジ性、モデル性についてのアピール点
	（注）提案する活動が、どのような点で先進性・チャレンジ性、モデル性等があるか等のアピール点を記入。



	（６）重点事項への適合性
	（注）提案する活動が、どのように２１年度の重点分野に適合しているか等のアピール点を記入。
（※）２０年度も採択された事業を２１年度も継続して実施したい場合は記入不要。


	（７）コミュニティ創生の実効性


	（注）提案する活動によって社会サービスの維持・強化、地域づくりの方向性に関する地域住民の合意形成、二地域居住者や地域間交流参加者等外部の人材もまきこんだ地域の人的ネットワークの維持・発展などの、コミュニティの創生や再編に向けたプロセスについて、わかりやすく記入。


	（８）活動の持続可能性
	（注）提案する活動が一過性の活動でなくその後の活動展開や持続性が期待できる取組であることのアピールを具体的に記入。


	（９）概算見積額


	（金額のみ記入。内訳は様式３に記載）


　（記入要領）

応募団体名　：・応募団体名をフリガナつきで記入して下さい。

・連名による応募の場合には、代表団体を筆頭に全団体名を記入して下さい。

・協議会等による応募の場合には、（　）書きで、代表者である団体を筆頭に全構成団体名を記入して下さい。

モデル事業名：・活動内容のイメージに合う名前を自由につけて下さい。

　　　　　　　・平成２０年度に採択された活動について継続実施を応募される場合には、平成２０年度の名前を変更しないで下さい。
推薦市町村名：・推薦市町村名を記入して下さい。

　　　　　　　・市町村以外の推薦を得た場合は、（　）書きで記入して下さい。

対象地域　　：・活動を展開する地域を都道府県・市区町村・地区等名とフリガナを記入して下さい。
対象地域の概要：・活動の対象となる地域の状況を、具体的な数値等で箇条書きして下さい。

・書いて頂きたいデータは、集落の数、集落毎の人口や世帯数の現状や推移、高齢化率、年齢別人口構成の推移、公共交通に関する状況、産業や雇用の状況、等ですが、これ以外にも対象地域の特徴で提案いただく活動内容に深く関わるものがあれば、それも記入して下さい。
・対象地域の様子が分かる写真１～２点とその説明書きを、欄内に貼付して下さい。貼付する写真は可能な限り電子データの画像を貼付する形として下さい。フィルムカメラで撮影した写真等をお使いの場合は、写真の裏に団体名及びモデル事業名をお書きのうえ剥がれないように貼付して下さい（写真の返却はいたしませんのでご了承下さい）。
・地図上に対象地域を示したものを欄内に貼付して下さい。
・都道府県内における位置が分かる程度の縮尺の地図に対象地域を点で表示したものと、対象地域を含んだ周辺の状況が分かる程度の縮尺の地図に対象地域を着色等により分かるように表示したものの２種類の地図を、それぞれ7cm×7cm程度の大きさで貼り付けて下さい。

・地図についても写真と同様、可能な限り電子データの画像を貼り付ける形として下さい。紙の地図を貼り付ける場合には、地図の裏に団体名及びモデル事業名をお書きのうえ剥がれないように貼付して下さい（地図の返却はいたしませんのでご了承下さい）。
提案内容の概要：・150字以内で活動目的及び内容を要約して記載して下さい。特にアピールする部分にアンダーラインを付して下さい。
提案する活動の内容
（１）地域の課題：・コミュニティに関する地域の課題について記入して下さい。

・可能な限り客観的なデータ（調査結果や統計データなど）や自治体等による公式見解などに基づいた課題把握として下さい。
（２）目標の設定：・（１）の地域課題の解決のために、提案する活動によって達成・実現したい目標について記入して下さい。

・長期的な目標、及び、２１年度の活動で達成したい目標の２種類をそれぞれ記入して下さい。

・目標は、可能な限り、客観的な効果測定が可能なもの（数値目標等）とします。またそれをどのように評価し、モデル事業終了以降の地域づくりにどのように活かしていくのかも記入して下さい。
（３）活動内容の案：・本モデル事業を活用し、（２）を達成・実現するための活動内容について、明確なイメージができるよう具体的に記入して下さい。活動内容が抽象的で明確なイメージができないものは、選定が困難となるので注意して下さい。

　　　　　　　　　　・いくつかの活動を組み合わせる場合は、活動ごとに詳細を記入して下さい。
・特定団体等の営利を目的とした活動、少数の限定された人々の利益に繋がる活動は、本モデル事業の活動として適当ではないことに注意して下さい。

・２０年度も採択された事業を２１年度も継続して実施したい場合は、２０年度の活動から得られた成果を踏まえた内容となっているよう注意して下さい。

（４）多様な主体との連携・協働：

　　　　　　　　　　・関係する多様な主体との連携・協働（住民や関係市町村との関係を含む）の現状、今後の見通し、提案する活動における具体的な役割分担について、分かりやすく記入します。連携・協働の方法が具体的にイメージできないものは、選定が困難となるので注意して下さい。

（５）先進性・チャレンジ性、モデル性についてのアピール点：

・提案する活動が、どのような点で先進性・チャレンジ性、モデル性等があるか等のアピール点を記入して下さい。
（６）重点事項への適合性：・提案する活動が、どのように２１年度の重点分野に適合しているか等のアピール点を記入して下さい。

（７）コミュニティ創生の実効性：
　　　　　　　　　　・提案する活動によって社会サービスの維持・強化、地域づくりの方向性に関する地域住民の合意形成、二地域居住者や地域間交流参加者等外部の人材も巻きこんだ地域の人的ネットワークの維持・発展などの、コミュニティの創生や再編に向けたプロセスについて、わかりやすく記入して下さい。
（８）活動の持続可能性：・提案する活動が一過性の活動でなくその後の活動展開や持続性が期待できる取組であることのアピールを具体的に記入して下さい。
（９）概算見積額　　　：内訳は様式３に記載いただきますので、金額のみ記入して下さい。
不在地主側





※出典：島根県中山間地域研究センター　藤山　浩








